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2. マウスにおいて高脂肪食摂餌を中止した場合、その後の切歯の伸長速度はどうなるのか？  
回答：先行研究にラット切歯において歯髄の血流障害により切歯伸長速度が低下したという報
告がある。本研究の Ldlr-/-マウスの高脂肪食群は動脈硬化モデルマウスであることを鑑みる
と、豊富な血管を有する歯髄においても血流障害が起きていた可能性がある。高脂肪食摂餌を
中止した場合でも動脈硬化は残存すると考えることから、切歯伸長速度は遅延傾向にあると考
察する。また肥厚した象牙質は硬度も高いことが考えられるため、より摩耗量が減少すること
で切歯伸長速度は遅延したと考える。餌を高脂肪食飼料から標準食飼料へ変更した場合、餌の
硬度の変化は切歯伸長速度に影響を及ぼす可能性はあるが、象牙質の肥厚が消失するには長時
間要すると考えられる。高脂肪食の摂餌期間と同じように 12 週間ほど標準食を摂餌させれば
象牙質は徐々に菲薄化し伸長速度は上昇すると考えられ、今後より詳細に検討したい。 
 
3. 本研究の背景と歯科医療における臨床的意義について。 
回答：本研究からマウスでは高脂肪食を与えることにより、下顎切歯において象牙質の肥厚を
伴う著しい歯髄狭窄が認められたことから、高脂肪食の摂取により発症した脂質異常症は動脈
硬化や虚血性心疾患だけでなく歯の形成異常をもたらすことが明らかとされた。ヒトにおいて
も歯の形成過程にあたる幼児期から青年期の食生活が永久歯の形態や萌出に影響を与える可
能性があり、全身状態と歯の発育との関係性が示唆されたと考える。 
 
主査の真鍋委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張
をさらに確認するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。以上の審
査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
（主査が記載） 
